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(渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え)
笛地静恵
そうですか。「あれ」が、ついに到達したのですか。まもなく、ここも飲みこまれるのでしょうね。時間の問題です。
でも、へんなんです。最後が近いというのに。僕はあまり怖くないんです。
あなたの優しい胸に、抱いてもらっているからでしょうか。黒い胸毛を、こうして指にくるくるとからめて。いつまでも、無邪気に、遊んでいられます。
ふるえていますか。それなら、強く抱いてください。
ほんとうに、ここだけは、極楽でしたよ。食べる物が、たくさんありました。水の湧く井戸もありました。
鯖缶の缶詰工場の地下の貯蔵室なんて。よく見つけたものです。地震で壊滅した瓦礫に埋まっていたのに。
鼻も効くし、力もあるあなただから、発掘できたんですよね。感謝しています。
あなたに拉致されてよかった。
缶切りがなくても、犬歯で簡単に穴を開ける技が、受けました。
おや、笑っていますね。
白い歯並びが、とってもきれいですよ。
まだ少しだけ時間がありそうです。
僕は、試験管の中で生まれました。親の顏も知りません。
ご覧のように外見だけは、天使のような美少年です。翼もあったのですが、根元からひきちぎられました。あれば、翼で抱き締めて、あげられたのになあ。
あなたは、戦闘用の強化人間。人間と狼の遺伝子の複合体。僕は、愛玩用に作られました。鳥と人間の中間種。特別製です。でも、同類ですよ。
会った時から、他人のような感じがしませんでした。
あなたの、猛々しい狼人間の顏。優しく厚い胸。獰猛な下半身が好きでした。
ごめんなさい。こうして話していないと、怖くて仕方がないんです。
自分が生き延びるために、たくさんの命を死に直面させてきた、僕のような堕天使が、いまさら泣き言をいうなんて、おかしいでしょうけど。
あと、ひとつだけ。
こんな僕でよければ、食べてください。
ほんとうは、食べたかったんでしょ。生の肉に飢えていると、言ってましたよね。
牙の隙き間から、おおつぶのよだれが、垂れていますよ。
ほら、見てください。ことばに嘘がない証拠に、僕は、喜びに高ぶっています。最期に、熱い血をすすってください。
「あれ」に食べられるよりは、あなたに、この身を捧げます。
この白い肉から。
がぶりと。
リビングデッド・シスター
弾射音
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母は道路のアスファルトにぺたんと座り込んで泣いている。僕はワゴンが走り去った方角へ目をやったまま呆然としている。そのまま、ずいぶんと長い時間が過ぎた。気がつくと、誰かが僕たちに話しかけていた。
「おい、おい。一体どうしたんだ」
その方に顔を向ける。そこでやっと、話しかけているのが父であることに気づいた。顔が赤い。また仕事の帰りに飲んで帰ってきたのだろう。
「どうしたんだ、ぼうっとして。なぜ地面に座り込んでる?」
「冴子が……」
母が蚊の鳴くような声で呟いた。
「冴子がさらわれた……」
「何だと?」
父が目を丸くする。僕たちは二人して母を立ち上がらせた。母が呆然としたままなので、父は僕に目を向けた。
「健一、説明しろ」
「二人組の男がやってきた。警察だと名乗っていた。勝手に上がり込んで、二階に行って、冴子を担ぎ上げて車で逃げていった」
「とにかく中に入ろう」
僕と父は母を支え、家に入ってリビングへ行った。ソファの上に、母を横たえる。母は胸を手で押さえてハアハアと喘いでいた。それから、ぼろぼろと涙を流しはじめた。
「警察が誘拐をするのか」
父がネクタイをゆるめながら言う。
「警察じゃなかった」
僕は言った。
「警察には通報するなと言っていた。さもないと冴子が戻らないって。だから、誘拐したのは警察じゃない」
「じゃあ、一体何者なんだ」
「わかんないよ」
「何が目的だ。何か要求を言ってなかったか」
「何も言わなかった。ただ、冴子を連れ去っただけ」
「一体どうなってるんだろう」
父は首からネクタイを抜き取り、スーツの上着を脱いだ。さすがに母に着替えの手伝いをさせるわけにもいかず、自分で部屋着に着替えた。
「何か心当たりはないのか」
「あるわけないだろう」
僕はつい大きな声を出してしまった。
「あ、でも待って。男たちは確か、失踪した大学教授の捜査をしていると言っていた。ひょっとしたら、奥田教授の関係者じゃないのかなあ」
「どっちにしても大問題だ。どうする」
「警察に通報しよう」
僕が言うと、父は大きくかぶりを振った。
「駄目だ。警察に通報すると冴子は戻ってこないと言ったんだろう。警察は駄目だ」
「だけど」
「警察に通報しなきゃ、冴子が戻ってくるかもしれないじゃないか。犯人たちはそう言ってたんだろう」
「直接、冴子を戻すとは言っていなかった。だけど、その可能性はあるかもしれない」
「だったら、待つしかない。冴子が帰ってくるのを待つしかないんだ」
「でも、もう限界だよ。これ以上嘘をつききれない。これ以上警察に隠しておけない。ねえ父さん、警察に通報しようよ」
いきなり父のビンタが飛んできた。
「何するんだよ!」
「お前は冴子が可愛くないのか」
「そんなことはない」
「だったら待つんだ。犯人たちが冴子を返してくれるまで」
「でも」
「これ以上口答えをするな!」
父の勢いに、僕はつい負けてしまった。
「それにしても、一体何の目的で」
父が言った。
「奥田教授の関係者なら、きっとゾンビの研究を続けるんだろう」
「奥田先生の背後に何か邪悪な組織があったとでもいうのか」
「わからないよ」
「とにかく、犯人の出方を待とう」
母が少し落ち着いたらしく、体を起こして父のネクタイと上着を手に取った。
「いいから、俺がやる」
父が寝室にあるタンスへ服をしまいに行った。
そこで、僕は思いついた。
「飯田先生に電話しよう。飯田先生なら、何か知ってるかもしれない」
「そうだな。じゃあ、健一、お前が電話してくれ」
僕は二階の自分の部屋に行き、スマホで飯田氏に電話をかけた。
「ああ、高梨さんですか」
飯田氏の、穏やかな声。唯一本当のことを話せる、信頼できる人物だ。
「夜分に申し訳ありません。実は今夜、妹が誘拐されまして」
「今、なんておっしゃいました?」
「今夜、二人組の男がうちにやってきました。勝手に上がり込み、妹がいるのを見つけると、僕たちを脅して連れ去りました」
「今からそっちへ行きます」
相当あわてていたようで、電話はすぐに切れた。
三十分ほどで、飯田氏はやってきた。リビングに通す。母がコーヒーを出すが、飯田氏はそれに口をつけようとはせず、おもむろに僕たちから話を引き出そうとした。
「最初から話してください」
「夜の八時半頃です。母と僕が食事の後かたづけをしていたら、インターホンが鳴りました。二人組の男でした。警察と名乗っていました。母が応対したのですが、勝手に上がり込んで、二階の妹の部屋へ上っていきました。そこで妹を見つけると、突然母にナイフを突きつけ、妹を連れ去ったのです」
「ふーむ」
飯田氏はソファの背に体を預け、唸り声を上げた。
「ほかに何か気づいたことはありませんか」
「二人組は、失踪した大学教授を捜しているといったようなことを言っていました。たぶん、奥田教授のことだと思うんですが」
「当然そうでしょうね」
「犯人は、奥田教授と関係のある人物なのでしょうか」
「さあ、わかりません」
「あ、それと、犯人の車のナンバープレートを見ました。四桁の数字だけで、しかもうろ覚えですが」
僕が数字を言うと、飯田氏はメモを取った。
「警察には通報したのですか」
「いいえ」
僕は言った。
「警察に通報すると、妹が帰ってこなくなるぞと脅されました」
「なるほど」
「先生、警察に通報しなければ、犯人は妹を返してくれるのでしょうか」
「それもわかりません。でも、その可能性はあるかもしれませんね」
「先生も警察に通報するのは反対ですか」
「警察に通報したら、すべてが明るみになってしまうでしょう。妹さんがゾンビのようであることも、奥田くんが三人の人間の失踪・殺人事件に関わっていたことも」
「先生、一体私たちはどうしたらいいんでしょうか」
父が迫るように飯田氏に訊く。警察に通報しないという考えの権威付けを求めているみたいに。
「少し調べてみますので、私に任せてもらえませんか」
飯田氏が言った。
「奥田くんの身辺を探ってみます。何か、関連する組織があるかもしれない。同じようにゾンビの研究をしていて、妹さんをほしがっていたのかもしれない。まあ、背後に悪の組織があるというのは荒唐無稽な話ではありますが」
「じゃあ、警察に通報しなくてもいいんですね?」
「はい。今は少し待ちましょう」
それを聞いて、父は少しほっとした表情になった。僕としては警察にすべてをぶちまけた方がいいと思っていたのだが、飯田氏が言うのなら仕方がない。
結局、飯田氏は母が出したコーヒーに口を付けないで帰って行った。よほど驚いたのだろう。
それにしても、僕たち家族は一体どうすればいいのか。警察に通報しないで、ただひたすら犯人側が冴子を返してくれるのを待って。
そもそも、犯人がどこの誰かがわからない。連絡のしようがない。こんな雲をつかむような話、我慢していられるだろうか。
【続く】
OCTA ORCA DM AD
オクタオルカ ディーエム アド
murbo
ブラザーシティーにある広告宣伝会社が払い下げを改修したもの。DMバージョンは特に政府の発注で開発されたものではないが、設計など極秘の部分も当然多く、特に飛行装置などは完全にブラックボックスとされており、デチューンされたDMバージョンであっても用意には民間に流れることはない。それでもこのADに関しては民間所有になっている。現行バージョンの外観であっても内部は二世代前の構造であったり、払下げと入っても常に行動は機澤重工業にモニターされていて、行動は自由であっても常に管理されている状態にある。
塗装は派手なピンク色で、パトライトや両肩の有機ELモニターで様々な宣伝活動を行う。同じ機能を持つ大型宣伝飛行艇も存在するが、コストはともかく、機動力に劣るため見た目より重宝されている。宣伝用として民間に払い下げられているので武装はなく、宣伝用のデータと制御用以外はできない通信機能、全体のスペックも戦闘用あるいは格闘用のものから著しく劣った状態に設定されている。しかし、一定の性能は満たしているため、各種広報活動、デモンストレーションなどでは操縦者によっては人気のある機体になっている。
DM ADを所有する広告宣伝会社が理由が不明のまま倒産したときに、この機体も所在が不明となる。このような場合に本来作動するはずのキルスイッチも通信が妨害されて機能せず、捜査は難航したが、ある日、ブラザーシティーの郊外で広告宣伝会社の社長の死体とDM ADの手足と羽をもがれた状態が放置されているのを発見された。更に数カ月後には行政施設の爆破事件が多発し、地下都市から地上へ移動する計画は延期、より複雑で大きな事件へ発展していく。
ということで、OCTA ORCA DM ADは宣伝用に改造されたバージョンです。もともと仕事で関わったことのある会社をモデルにバリエーションを作るつもりだったのに、行政や公共機関がクライアントだと色々許可とかめんどくさいなと思い、それなら宣伝している会社をイメージしたものでいいやないかと思ったのがこれです。ダサいと思って設定したピンクも、両肩のモニターも上がってみると馴染んでしまって、あんまり格好悪くもないなと思ってしまいます。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
大きめの案件が片付いた後にも関わらず、もたもたしております。次回は60号です。多少は何か記念めいたことが出来るといいなと思ってます。思うのは自由!実現するのは苦痛w!違う!まぁ、格好つくものができれば。
ということで、また次回!
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